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○

副
議
長
選
挙

立
候
補
者
は
１
人
で
あ
っ
た
が

議
長
選
挙
と
同
様
に
進
め
た
。
西

永
勝
治

票
11
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事事事事事事事事事事
案案案案案案案案案案

【
人
事
案
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】】】】】】】】】】】

▼
議

長

長
谷
川
秀
樹

▼
副
議
長

西
永

勝
治

▼
総
務
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長

笹
木

正
文

副
委
員
長

西
内

陽
美

委
員

平
澤

豊
勝

西
永

勝
治

青
田

良
一

▼
経
済
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

山
田

秀
明

副
委
員
長

安
中

経
人

委
員

樋
坂

里
子

後
木

幸
里

長
名

實

▼
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

青
田

良
一

副
委
員
長

樋
坂

里
子

委
員

笹
木

正
文

山
田

秀
明

▼
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

青
田

良
一

副
委
員
長

山
田

秀
明

委
員

笹
木

正
文

西
内

陽
美

安
中

経
人

▼
新
十
津
川
町
農
業
委
員
会
委
員

山
田

秀
明

▼
新
十
津
川
町
監
査
委
員
の
選
任

平

澤

豊

勝

氏

昭
和

年
９
月

日
生

19

21

新
十
津
川
町
字
大
和
２
番
地
４

▼
新
十
津
川
町
副
町
長
の
選
任

佐

川

純

氏

昭
和

年
１
月
２
日
生

24

新
十
津
川
町
字
中
央

番
地

524

10
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組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合
関関関関関関関関関関

一
部
事
務
組
合
関
係係係係係係係係係係係

▼
西
空
知
広
域
水
道
企
業
団
議
会

議
員

青
田

良
一

山
田

秀
明

▼
中
空
知
広
域
市
町
村
圏
組
合
議

会
議
員

長
谷
川
秀
樹

西
永

勝
治

▼
滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

議
会
議
員

長
名

實

青
田

良
一

安
中

経
人

▼
石
狩
川
流
域
下
水
道
組
合
議
会

議
員

長
谷
川
秀
樹

▼
中
空
知
衛
生
施
設
組
合
議
会
議

員

笹
木

正
文

後
木

幸
里

▼
空
知
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会

議
員

西
内

陽
美

広広広広広広広広広広
域域域域域域域域域域
連連連連連連連連連連
合合合合合合合合合合
関関関関関関関関関関

広
域
連
合
関
係係係係係係係係係係係

▼
空
知
中
部
広
域
連
合
議
会
議
員

長
谷
川
秀
樹

樋
坂

里
子

▼
中
・
北
空
知
廃
棄
物
処
理
広
域

連
合
議
会
議
員

長
谷
川
秀
樹
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新議長 長谷川 秀 樹氏

新副議長 西 永 勝 治氏

統
一
地
方
選
が
終
わ
り
、
戦
後

初
の
無
投
票
で

人
の
議
会
議
員

11

が
誕
生
し
た
。

初
議
会
と
な
る
第
２
回
臨
時
会

が
５
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
議
長

や
常
任
委
員
会
委
員
さ
ら
に
一
部

事
務
組
合
議
会
議
員
等
を
選
任
し

た
。

○

議
長
選
挙

今
回
の
議
長
選
挙
は
、
議
長
を

志
す
２
人
の
議
員
が
全
議
員
の
前

で
所
信
を
発
表
、
そ
の
内
容
を
聞

き
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
で
投
票
す
る

こ
と
と
し
た
。

長
谷
川
氏
の
主
張

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
考
え

を
尊
重
し
、
町
民
の
た
め
の
議
会

改
革
を
進
め
る
。

長
名
氏
の
主
張

町
長
や
道
議
会
議
員
と
の
太
い

パ
イ
プ
を
生
か
し
町
政
発
展
に
貢

献
す
る
。

議
長
選
挙
の
結
果
は
、
長
谷
川

秀
樹
７
票
、
長
名

實
４
票
と
な

り
、
長
谷
川
氏
が
議
長
と
な
っ
た
。
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町
議
会
議
長

長
谷
川

秀
樹

日
に
日
に
緑
が
増
し
、
本
町
も

さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
私
儀
、
こ
の
度
平
成

年
23

第
２
回
新
十
津
川
町
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
、
議
会
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
な
私
で
は
あ
り

ま
す
が
議
長
職
と
い
う
重
責
を
あ

ず
か
る
こ
と
に
な
り
、
身
に
余
る

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今

後
、
よ
り
一
層
新
十
津
川
町
発
展

の
た
め
最
善
の
努
力
を
い
た
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
今
回
の
新
十

津
川
町
議
選
に
お
い
て
は
戦
後
初

と
な
る
無
投
票
に
よ
る
当
選
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
と
か
く

町
議
会
副
議
長

西

永

勝

治

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

町
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

去
る
５
月
６
日
、
第
２
回
臨
時

会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
の
ご

推
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
よ
り
開
か

れ
た
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、

そ
の
使
命
達
成
の
た
め
邁
進
し
て

参
り
ま
す
。
昨
年
は
、
開
町

周
120

年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
未
来
に
向
け

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
「
歴
史

的
な
年
」
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し

た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、

町
民
の
皆
様
が
議
論
に
議
論
を
重

ね
我
が
町
の
最
高
規
範
と
し
て
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
条

例
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
町
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
考

議
会
離
れ
が
全
国
的
に
深
刻
化
す

る
中
、
本
町
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
議
会

に
対
す
る
厳
し
い
判
断
と
重
く
受

け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
町
民
が
議
会
に
対
し
て
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
を
原
点
に
立

ち
、
考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

今
私
た
ち
は
、
地
方
分
権
、
地

域
主
権
と
い
う
流
れ
の
中
で
、
新

た
な
時
代
の
転
換
期
に
さ
し
か
か

っ
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て

も
、
本
年
１
月
に
施
行
し
た
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
の
条
文
の
「
議

会
・
議
員
の
責
務
」
に
則
し
て
議

員
自
ら
研
鑚
を
深
め
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
情
報
を
共
有
し
、

開
か
れ
た
議
会
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
視
線
が
議
会
に
向
け
ら
れ
る
よ

う
な
議
会
運
営
を
目
指
し
、
そ
の

使
命
達
成
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
格
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
意
見
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
議

長
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

え
て
お
り
、
と
か
く
議
会
と
町
民

の
皆
様
と
乖
離
が
あ
る
と
の
ご
意

見
も
頂
い
て
参
り
ま
し
た
が
、
町

民
の
皆
様
と
議
会
は
表
裏
一
体
の

信
頼
関
係
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
長

の
補
佐
役
と
し
て
、
ま
た
、
各
議

員
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
を
多
く

つ
く
り
ご
意
見
を
拝
聴
し
、
未
来

に
向
け
た
議
会
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

平
成

年
第
３
回
臨
時
会
が
５

23

月

日
に
開
か
れ
、
次
の
案
件
を

19
審
議
し
ま
し
た
。

【【【【【【【【【【
開開開開開開開開開開
拓拓拓拓拓拓拓拓拓拓
物物物物物物物物物物
故故故故故故故故故故
功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労
者者者者者者者者者者
のののののののののの
合合合合合合合合合合

【
開
拓
物
故
功
労
者
の
合
祀祀祀祀祀祀祀祀祀祀祀
】】】】】】】】】】】

新
十
津
川
町
名
誉
町
民

故

渋
川
勝
石
氏
を
開
拓
物
故
功
労
者

と
し
て
、
菊
水
公
園
に
あ
る
忠
魂

碑
に
合
祀
す
る
旨
同
意
し
た
。

【【【【【【【【【【
工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事
請請請請請請請請請請
負負負負負負負負負負
契契契契契契契契契契

【
工
事
請
負
契
約約約約約約約約約約約
】】】】】】】】】】】

▼
青
葉
団
地
公
営
住
宅
建
設
主
体

工
事
（
第
４
期
）

・
契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

・
施
行
業
者

久
保
田
・
角
谷
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

・
契
約
金
額１

億
８
１
２
万
９
千
円

・
履
行
期
限平

成

年

月

日

23

11

30
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ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
大
人
は
子
ど

も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
つ

つ
、
自
ら
で
き
る
範
囲
で
環
境
整

備
や
安
全
な
遊
び
場
の
確
保
に
尽

力
す
る
、
こ
ん
な
構
図
が
町
中
で

日
常
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が

「
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
町
民
の
声

に
耳
を
傾
け
、
町
政
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
引

き
続
き
ご
支
援
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

総
務
民
生
常
任
委
員
長

笹

木

正

文

未
曾
有
の
震
災
被
害
の
概
要
が

未
だ
つ
か
め
ぬ
４
月
に
町
議
会
議

員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
無
投
票
と

い
う
戦
後
例
の
な
い
形
で
当
選
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
は
、
前
回
の
初
当
選
以
来

２
期
目
の
議
員
活
動
に
入
る
事
に

な
り
ま
す
。
平
成

年
の
政
権
交

21

代
に
よ
り
与
野
党
が
逆
転
し
、
民

主
党
政
権
が
誕
生
し
た
。
国
民
の

期
待
は
大
き
か
っ
た
が
、
以
前
か

ら
続
く
国
の
財
政
悪
化
が
更
に
進

み
、
交
付
税
頼
み
の
地
方
財
政
が

よ
り
厳
し
く
な
っ
た
事
。
加
え

て
、
先
に
述
べ
た
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
低
迷
し
て
い
た
景
気
が
よ
り
悪

化
し
、
経
済
全
体
が
か
つ
て
無
い

ほ
ど
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
事
で
あ

る
。こ

の
よ
う
な
景
気
の
中
、
今
回

の
改
選
で
町
の
商
工
業
関
係
議
員

は
残
念
な
こ
と
に
私
一
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
町
の
基
幹
産
業
は
水
稲
を

中
心
と
し
た
農
業
で
あ
り
ま
す

が
、
商
工
業
を
置
き
去
り
に
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
今
後
は
、
農
業
・
商
工
業

が
共
に
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
特
に
農
商
工
連
携
が
叫
ば

れ
る
現
在
、
商
工
業
の
視
点
か
ら

全
産
業
を
視
野
に
町
の
産
業
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
な
議
員
活
動

を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

無
投
票
当
選
で
少
々
気
の
引
け

る
感
も
否
め
な
い
選
挙
結
果
で
す

が
、
こ
ん
な
混
沌
と
し
た
社
会
情

勢
の
中
で
新
十
津
川
町
が
今
後
直

面
す
る
様
々
な
問
題
を
、
常
に
町

民
の
代
表
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
、
是
々
非
々
の
立
場
で
議
論
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
議
会
に
対

す
る
深
い
御
理
解
と
共
に
、
厳
し

い
目
で
見
守
っ
て
戴
く
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

経
済
文
教
常
任
委
員
長

山

田

秀

明

今
回
の
選
挙
は
無
投
票
と
な
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
に
ご
支

援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
事
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、

今
回
の
大
震
災
で
被
害
に
あ
わ
れ

た
皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
か
ら
に
は
今
ま
で
以
上
に
皆
様

の
代
弁
者
と
し
て
多
様
な
意
見
を

行
政
に
伝
え
、
地
域
、
そ
し
て
わ

が
町
が
少
し
で
も
住
み
や
す
く
な

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
今
問
わ

れ
て
い
る
議
員
自
体
の
資
質
向
上

や
、
議
会
改
革
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ

し
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
熱
い
ご
意
見
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
十
津
川
町
監
査
委
員

平

澤

豊

勝

○
活
力
あ
る
農
業
農
村
の
発
展
、

商
工
業
の
共
生

（
仮
称
）
農
業
振
興
公
社
を
早

(1)急
に
立
ち
上
げ
、
喫
緊
の
課
題
に

対
処
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て

(2)は
、
地
元
の
期
成
会
の
代
表
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
早
期
の
完
成
に
向

け
予
算
の
増
額
に
努
め
る
。

議
会
運
営
委
員
長

青

田

良

一

拙
宅
の
前
に
公
園
が
あ
り
ま

す
。
初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
子
ど

も
達
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
の
補

助
輪
か
ら
卒
業
し
た
子
、
ブ
ラ
ン

コ
、
滑
り
台
な
ど
数
少
な
い
遊
具

に
群
れ
る
子
、
あ
る
い
は
サ
ッ
カ

ー
ボ
ー
ル
を
夢
中
で
奪
い
合
っ
て

い
る
子
ど
も
達
の
様
子
を
ぼ
ん
や

り
と
眺
め
て
い
る
時
間
が
好
き
で

す
。
行
政
区
の
合
併
あ
る
い
は
公

営
住
宅
の
建
設
に
よ
っ
て
子
ど
も

達
が
公
園
に
帰
っ
て
き
た
の
で

す
。
こ
の
公
園
は
地
元
の
高
齢
者

の
方
々
が
花
を
植
た
り
、
子
ど
も

達
が
持
ち
込
む
様
々
な
遊
び
道
具

（
大
人
が
見
れ
ば
ゴ
ミ
）
を
定
期
的

に
片
付
け
て
（
清
掃
）
く
れ
ま
す
。

子
ど
も
達
の
声
は
大
人
の
心
を
和

議
員
活
動
４
年
間
の
抱
負
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こ
そ
主
人
公
」
を
つ
ら
ぬ
い
て
次

の
こ
と
を
中
心
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

買
い
物
・
交
通
難
民
へ
の
対
策

の
方
法
。
消
費
税
増
税
反
対
。
介

護
保
険
制
度
の
充
実
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
に
反
対
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
導
入
。
地
産
地
消
。
公
共
事

業
は
地
元
業
者
優
先
に
。
憲
法
改

正
に
反
対
し
９
条
を
守
る
。

議
員
は
町
政
の
執
行
者
で
は
な

い
の
で
、
軽
々
に
「
こ
れ
を
や
り

ま
す
。」
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
一

般
質
問
や
委
員
会
活
動
を
通
じ
、

町
民
目
線
で
の
提
言
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

後
木

幸
里

議
員

本
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に

お
い
て
、
我
々
町
議

人
は
無
投

11

票
で
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
非
常
に
重
く
受
け
留
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
人
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
有
権
者
町
民

の
皆
様
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な

が
ら
４
年
間
務
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

こ
で
少
し
だ
け
私
の
想
い
の

一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。去

る
３
月

日
に
起
こ
っ
た
東

11

北
の
大
震
災
は
、
今
後
か
な
り
長

い
期
間
日
本
の
政
治
や
経
済
に
計

り
知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

は
必
至
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
時
代
町
議
会
議
員
の
一
員
と
し

て
の
想
い
は
、
ま
ず
、
一
人
ひ
と

り
が
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
。
そ

し
て
町
民
生
活
の
安
定
を
町
政
執

行
者
、
議
員
、
職
員
、
そ
し
て
町

民
の
み
な
さ
ま
共
々
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
一
番
大
事
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

不
透
明
な
時
代
が
迫
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
動
心
を

培
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

長

名

實

議
員

統
一
地
方
選
挙
が
終
っ
て
１
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。
今
回
投
票
が

行
わ
れ
た
の
は
知
事
選
挙
の
み

で
、
道
議
、
町
長
、
町
議
に
お
い

て
は
無
投
票
と
な
り
寂
し
い
結
果

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
自
身
こ
の
結
果
を
受
け
、
積

極
的
に
町
政
参
加
を
志
す
町
民
が

数
少
な
く
な
る
こ
と
に
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
す
。
議
員
も
議
会
も
本

町
の
将
来
を
考
え
る
時
、
町
民
も

交
え
て
の
真
摯
な
検
証
、
議
論
が

必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
議

員
定
数
は
、
人
口
の
少
な
い
地
域

の
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
よ
り
多

く
の
声
が
町
政
に
届
く
こ
と
が
大

切
で
、
多
く
の
町
民
が
町
政
へ
参

加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。さ

て
、
私
は
初
議
会
に
お
い
て

滝
川
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合
議

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
の

東
日
本
大
震
災
を
想
定
外
の
出
来

事
と
し
て
片
付
け
て
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
本
町
も
未
曾
有
の
災
害

を
契
機
に
誕
生
し
た
町
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
災
害
に
備
え
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

町
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
の

防
災
対
策
を
よ
り
一
層
配
意
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
町
民

各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。西

内

陽
美

議
員

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
新
十

津
川
町
の
さ
ら
な
る
未
来
に
、
大

き
な
責
任
を
負
っ
た
と
重
く
受
け

と
め
て
お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
日
々
研

鑽
を
積
み
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
町
に
も
様
々
な
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
喫
緊

に
取
り
組
む
べ
き
も
の
に
は
、
交

通
手
段
の
確
保
・
福
祉
施
設
の
充

実
を
含
め
、
ご
高
齢
の
方
が
健
康

○
時
代
に
対
応
し
た
青
少
年
の
教

育
、
暮
ら
し
て
良
か
っ
た
と
実
感

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

小
・
中
学
生
の
孫
を
持
つ
者
と

(1)し
て
、
学
校
生
活
を
見
聞
き
し
な

が
ら
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

犯
罪
な
ど
の
な
い
安
全
安
心
な

(2)町
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基

づ
き
、
地
域
に
合
っ
た
地
域
づ
く

り
を
行
政
区
長
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
執
り
進
め
る
。

○
高
齢
者
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
福

祉
行
政
、
生
活
環
境

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
合
を
通
じ
実

際
の
日
常
の
不
安
や
不
便
さ
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
高
齢
者
の
声
を
福

祉
行
政
に
反
映
さ
せ
る
。

樋
坂

里
子

議
員

私
は
、
今
回
の
選
挙
に
あ
た
り

年
間
取
り
組
ん
で
き
た
「
町
民

24
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り
次
の
よ
う
な
指
標
を
立
て
て
自

己
評
価
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
、
町
を
持
続
さ
せ

る
た
め
に
は
産
業
の
安
定
継
続
が

必
要
で
あ
り
農
業
、
商
工
業
を
支

え
て
い
く
こ
と
。
町
づ
く
り
の
功

労
者
で
あ
る
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
活
用
を
図
る
こ
と
。
未
来
を
担

う
人
的
財
産
で
あ
る
子
供
た
ち
の

成
長
を
支
援
す
る
こ
と
。
最
後
に

長
く
か
か
わ
っ
て
き
た
環
境
の
仕

事
の
中
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
、
特
に
受
働
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
太
陽
光
発
電
は
重
要
で

あ
り
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
を
勉
強

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
中
心
に
４
年
間

一
所
懸
命
努
め
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

続
木

俊
一

こ
の
度
、
町
議
会
議
員
を
引
退

す
る
に
あ
た
り
、
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
多
く
の
町
民
の
皆
様
に
御

礼
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
３
年
に
初
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
以
来
、
５
期

年
間
に

20

渡
り
大
過
な
く
議
員
生
活
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秀
峰
ピ

ン
ネ
シ
リ
の
麓
に
広
が
る
こ
の
沃

野
に
、
こ
の
町
の
礎
で
あ
る
農
林

業
を
中
心
に
理
想
郷
を
築
く
べ
く

微
力
を
捧
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

農
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

す
べ
く
、
水
田
１
枚
１

以
上
の

ha

ほ
場
整
備
を
実
施
し
、
近
代
的
な

農
業
を
目
指
し
た
い
と
当
時
の
安

藤
町
長
に
一
般
質
問
し
た
こ
と
な

ど
、
皆
様
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
な

が
ら
充
実
し
た
期
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
わ
が
町
の
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
御
礼
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
長
い

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

乗
松

政
勝

こ
の
度
、
４
月

日
を
も
っ
て

30

任
期
満
了
に
つ
き
町
議
会
議
員
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成

年
の
初
当
選
以
来
３
期

11

年
間
、
皆
さ
ま
に
ご
支
援
を
賜

12り
議
会
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
皆
さ
ま
か
ら

の
ご
厚
情
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
深
く
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
新
十
津
川
町
、
町

議
会
の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

て
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

岩
木

雅
徳

退
任
に
際
し
、
皆
様
に
お
礼
を

申
上
げ
ま
す
。
平
成

年
４
月
の

19

町
議
選
に
多
数
の
支
援
を
賜
り
、

町
議
会
に
送
り
出
し
て
い
た
だ

き
、
議
員
と
し
て
町
政
に
携
わ
る

機
会
を
得
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様

か
ら
多
方
面
の
ご
意
見
を
頂
き
、

解
決
策
や
将
来
に
向
け
た
展
望
な

ど
貴
重
な
提
言
を
い
た
だ
き
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
議

場
や
委
員
会
、
そ
し
て
日
々
の
議

員
活
動
の
中
で
充
分
に
自
分
の
考

え
や
皆
様
の
想
い
を
代
弁
で
き
た

か
と
い
う
と
、
疑
問
符
が
つ
き
ま

す
。皆

様
の
期
待
に
添
え
な
か
っ
た

事
が
多
々
あ
り
残
念
で
あ
り
ま
す

が
、
全
て
私
の
未
熟
さ
と
能
力
不

足
に
尽
き
ま
す
。

４
年
間
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

感
謝
の
気
持
ち
を
、
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
申
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う

で
快
適
に
過
ご
せ
る
為
の
方
策
や

支
援
の
あ
り
方
。
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
・
支
援
の

拡
大
。
町
内
定
住
を
推
し
進
め
る

為
の
住
宅
確
保
や
雇
用
対
策
等
が

挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
社
会

全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く

り
に
、
皆
さ
ま
の
声
を
広
く
頂
戴

し
、
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
一

生
懸
命
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
す
。

安
中

経
人

議
員

町
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
度
、
多

く
の
支
援
者
の
支
え
に
よ
り
、
議

会
の
仕
事
に
就
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

今
は
大
き
な
職
責
の
重
圧
に
押

し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
気
持
で
あ
り

ま
す
が
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
議
員
活
動
に
あ
た

勇
退
議
員
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ


